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今
臨
時
会
初
日
の
16
日
に
、

議
長
就
任
か
ら
丸
一
年
を
迎
え

た
金
井
富
雄
議
長
か
ら
、
慣
例

に
よ
り
辞
職
願
い
の
提
出
が
あ

り
、
本
会
議
で
許
可
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
た
め
、
後
任
の
議
長
の

選
挙
が
議
題
と
な
り
、
本
会
議

を
い
っ
た
ん
休
憩
と
し
、
そ
の

間
に
各
派
代
表
者
会
議
（
所
属

議
員
３
人
以
上
の
会
派
の
各
代

表
者
で
構
成
）
で
、
人
選
の
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

翌
17
日
、
引
き
続
き
各
派
代

表
者
会
議
が
開
か
れ
、
議
長
、

副
議
長
、
監
査
委
員
（
議
会
選

出
）
の
、
い
わ
ゆ
る
「
議
会
三

役
」
の
人
選
に
つ
い
て
合
意
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
所

三
鷹
市
議
会
は
、
議
会
役
員
の
改
選
期
を
迎
え
て
、
平
成
18
年
第
２
回
臨
時
会
を
５
月
16
日

に
開
会
し
、
２
日
間
の
会
期
を
予
定
ど
お
り
終
え
、
17
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

議
会
人
事
に
関
し
て
は
、
議
長
に
石
井
良
司
議
員(

政
新
ク
ラ
ブ)

、
副
議
長
に
丹
羽
秀
男
議

員(

公
明
党)

を
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
提
案
の
「
監
査
委
員
の
選
任
」（
議

会
選
出
）
議
案
に
つ
い
て
は
、
谷
口
敏
也
議
員(

民
主
市
民
連
合)

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
任
期
満
了
に
伴
い
議
会
運
営
委
員
会
委
員
が
改
選
さ
れ
る
と
と
も
に
、
常
任
・
特

別
委
員
会
委
員
の
一
部
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た(

各
委
員
会
の
構
成
は
裏
面
に
掲
載)

。

さ
ら
に
、
市
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
、「
三
鷹
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
を
可
決
、
「
監
査
委
員
の
選
任
」
（
識
見
者
）
議
案
に
同
意
し
て
第
２
回
臨
時

会
を
終
え
ま
し
た
。

17
日
、
正
・
副
議
長
の
選
出

後
、
市
長
か
ら
議
会
選
出
の
監

査
委
員
と
し
て
谷
口
敏
也
議
員

（
民
主
市
民
連
合
）
の
選
任
に

同
意
を
求
め
る
旨
の
議
案
の
提

案
が
あ
り
、
本
会
議
で
満
場
一

致
に
よ
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

谷
口
議
員
の
監
査
委
員
就
任

は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

谷口監査委員

就任のあいさつをする石井議長

◆
三
鷹
市
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

「
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係

る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る

政
令
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

非
常
勤
消
防
団
員
等
の
公
務
災

害
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
、
配

偶
者
に
係
る
扶
養
加
算
額
及
び

介
護
補
償
の
月
額
を
、
そ
れ
ぞ

れ
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

◆
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
識
見
者
）

黒
田
　
克
司
氏
（
新
任
）

会
派
代
表
者
の
変
更

(

５
月
17
日
付)

政
新
ク
ラ
ブ
　
宍
戸
　
治
重

公
明
党
　
　
　
久
保
田
輝
男

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合

議
会
議
員

（
５
月
17
日
選
出
）

榛
澤
　
茂
量

４
月
20
日
、
関
東
市
議
会
議

長
会
か
ら
次
の
議
員
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

【
議
員
在
職
15
年
以
上
】

石
井
　
良
司
　
　
榛
澤
　
茂
量
　

金
井
　
富
雄

私
ど
も
は
、
こ
の
た
び
の

市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
議

員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
議

長
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で

あ
り
、
職
責
の
重
大
さ
を
改

め
て
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

地
方
分
権
に
伴
い
地
方
の

権
限
が
拡
大
し
、
そ
の
責
任

が
重
く
な
る
中
、
意
思
決
定

機
関
で
あ
る
議
会
の
役
割
は

一
段
と
重
要
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
三
鷹
市
政
は

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

は
じ
め
、
地
域
ケ
ア
の
推
進

や
新
た
に
制
定
さ
れ
た
自
治

基
本
条
例
、
男
女
平
等
参
画

条
例
の
運
用
な
ど
重
要
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。
市
議

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ

れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
精
一

杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
皆
様
の
負

託
に
こ
た
え
る
た
め
活
力
あ

る
議
会
運
営
に
最
善
を
尽
く

す
所
存
で
す
。
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
就
任
の
あ
い
さ
つ
】

監査委員（議会選出）に

（民主市民連合）

谷 口 敏 也 議 員

正
副
議
長指

名
推
せ
ん
で
選
出

属
議
員
３
人
未
満
の
会
派
に
合

意
事
項
を
報
告
後
、本
会
議
で
、

議
長
に
石
井
良
司
議
員
（
政
新

ク
ラ
ブ
）
が
指
名
さ
れ
、
満
場

一
致
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

石
井
議
員
の
議
長
就
任
は
初

め
て
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
議
長
の
選
出
の
後

に
、
岩
田
康
男
副
議
長
か
ら
、

慣
例
に
よ
り
副
議
長
の
辞
職
願

い
の
提
出
が
あ
り
、
本
会
議
で

許
可
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
副
議
長
選
挙
が
議

題
と
な
り
、
本
会
議
で
、
副
議

長
に
丹
羽
秀
男
議
員（
公
明
党
）

が
指
名
さ
れ
、
満
場
一
致
で
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

丹
羽
議
員
の
副
議
長
就
任
は

２
度
目
と
な
り
ま
す
。

丹羽副議長 石 井 議 長

そ
の
他
の
可
決
議
案
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「
声
の
議
会
だ
よ
り
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

三
鷹
市
議
会
で
は
、
目

の
不
自
由
な
市
民
の
方
を

対
象
に
、
本
紙
の
内
容
を

カ
セ
ッ
ト
テ
U
プ
に
録
音

し
た「
声
の
議
会
だ
よ
り
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

貸
し
出
し
を
ご
希
望
の

方
は
、
議
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 人

　
　
　
　
事

表
　
　
　
　
彰


